
令和７年度　普及・啓発事業　身近なテーマで男女共同参画を考える講座

身近なことばから考えるジェンダー
～自分や他人の妻・夫をどう呼びますか？～
　自分や他人のパートナーを呼ぶときに、困ったことはありませんか？実は、パートナーをどう呼ぶかは、100 年も前から
悩みの種でした。そのため、70 年以上も主従関係を表わさない呼び名が提案されていますが、それらの代案はまだ普及して
いません。それはどうしてなのでしょうか？
　この講座では、私たちの日本語観からその理由を考えながら、有効な取り組みについてもご紹介します。私たちにとって、
身近なことばから、ことばが人間関係を変える可能性について、一緒に考える機会としましょう。
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講師：中村　桃子　さん （関東学院大学　名誉教授）

開催日時 令和７年９月２７日（土） １３:３０～１５:００

博士（人文科学）。著書に、『ことばが変われば社会が変わる』『『自分らしさ』と日本語』( ちくまプリマー新書 )、
『新敬語「マジヤバイっす」̶ ̶社会言語学の視点から』『翻訳がつくる日本語̶̶ヒロインは女ことばを話し続ける』（白澤社）、
『女ことばと日本語』（岩波新書）、『『女ことば』はつくられる』（ひつじ書房、第２７回山川菊栄賞受賞 ) など。
訳書に、『ことばとセクシュアリティ』（三元社）など。

♦会場
①ぴゅあ富士　交流室【本会場】
（都留市中央 3-9-3 教育プラザ都留２階 ）

②自宅等【Zoom受信】
（インターネットに接続できる環境）

♦定員
①20名　②10 名

詳しくは裏面をご確認ください。
（要事前申込）

♦申込

参加無料
どなたでも参加できます！



【ＦＡＸ申込】

① ぴゅあ富士会場にて受講希望の方（講師が来ます）
　　　　　　お電話・FAX・メール・インターネットフォームのいずれかで「ぴゅあ富士」までお申込みください。
　◆お電話…ぴゅあ富士 0554-45-1666 までお電話ください。（8:30 ～ 17:30　休館日：毎月第２・４月曜日）
　　　　　　その際、お名前・お住いの市町村・電話番号・託児の有無をお知らせください。
　◆ＦＡＸ…下部の「FAX 申込」欄に必要事項をご記入の上、ぴゅあ富士 0554-45-1663 まで送信してください。
　　　　　　（24 時間受付　受信確認連絡は翌日以降になることがございます。）
　◆メール…件名に「身近なことばから考えるジェンダー申込」、本文に「お名前・お住いの市町村・電話番号・
　　　　　　託児の有無」を入力の上、ぴゅあ富士 pure-fuji@yamanashi-bunka.or.jp まで送信してください。
　　　　　　（24 時間受付　受信確認連絡は翌日以降になることがございます。）

 ②会場ではなくご自宅等での視聴希望の方（Zoom による配信）
　◆９月２３日（火）までに必ずメールまたはインターネットフォームにてお申込みください。
　 件名に「身近なことばから考えるジェンダー Zoom 受講」、本文に「 お名前・お住いの市町村・電話番号」
　　　　をご記入の上、pure-fuji@yamanashi-bunka.or.jp に送信してください。
　　　　追って当日の接続先情報をお知らせします。（24 時間受付　受信確認連絡は翌日以降になることがございます。）

希望の方は、いずれかの方法で必ず事前にお申込みください。（先着順／定員になり次第締切）

令和７年度　普及・啓発事業　身近なテーマで男女共同参画を考える講座
「身近なことばから考えるジェンダー～自分や他人の妻・夫をどう呼びますか？～」
　　　　　　　　　　　　　　　参　加　方　法

★インターネットフォームのお申込みはこちらから→

＜Zoom について＞
・ビデオオフ、マイクミュートでご参加ください。
・データ通信料は参加者の負担になります。
・回線、機器の状況によっては映像音声の不具合が発生する可能性がございます。
・録音、録画、スクリーンショットはご遠慮ください。
・タブレット、スマートフォンの場合は事前にアプリをインストールしてください。

① ぴゅあ富士受講
 （講師が来場し対面講義
　　　　を受講できます！）

② 個人オンライン受講
 （ぴゅあ富士で行う対面講義を
　 ご自宅等で視聴できます！）

お名前：

性別： 　 女児・ 男児

年齢（ 月齢） ： 　 　 才　 　 ヶ 月

お名前　　　　　　　　　　　　お住いの市町村　　　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　　託児ご希望の方


